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＜熱中症対策について＞

当工事で実施する熱中症対策について、一例を紹介します。
熱中症は、例年暑さの厳しい7月と8月に集中し、5月から発生し始めます。これ

からは急に気温が高くなる日もありますので、暑さが本格的になる時期に備えて熱
中症対策を行っていきます。

【暑さ指数ウォッチャーの導入】

暑さ指数ウォッチャーとは、専用
計測機「子機」で計測したWBGT
（暑さ指数）※1をコーディネーター
「親機」からパソコンや携帯電話に
送信し、一括管理することのできる
クラウドシステムです。
着衣状況や作業強度などの与条件

に応じたWBGT基準値を自動設定
できる機能があります。
工事現場では、WBGT値に応じ

て水分補給や休憩をとるなどの熱中
症予防に関して注意喚起を行ってい
ます。
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「暑さ指数ウォッチャー」のシステム概要

※1 WBGT（Wet-Bulb Globe Temperature：

湿球黒球温度：℃）は、熱中症を予防すること
を目的として1954年にアメリカで提案され
た指標です。単位は気温と同じ摂氏度（℃）
で示されますが、その値は気温とは異なりま
す。暑さ指数（WBGT）は人体と外気とのや
りとり（熱収支）に着目した指標で、人体の
熱収支に与える影響の大きい①湿度、②日
射・輻射など周辺の熱環境、③気温の3つを
取り入れた指標です。

作業強度や着衣などの条件を選択できる
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＜工事進捗状況 （令和3年11月～令和4年5月）＞
＜現況と今後の予定＞
第Ⅰ期埋立地内の遮水シートの施工が完了し、浸出水集排水管を設置しました。

現在は、防災調整池および覆土置場周辺の雨水集排水工、法面工などの工事を施工しており、今後、場内管理道路の舗装工事を進めていきます。

今後も濁水の発生、土砂の流出に注意しながら、浸出水処理施設、洗車設備などの他工事とも調整を行いながら安全に作業を進めていきます。

完成予定図

① 雨水集排水工

ボックスカルバートを設置しました。

③ 法面工

覆土置場の法面工を施工しています。

⑤ 暫定沈砂池工

埋立地の上流側に暫定沈砂池を設置し
ました。

② 舗装工

貯留堰堤の管理道路をアスファルト
舗装しました。
今後、場内管理道路をアスファルト
舗装していく予定です。

③法面工

第Ⅰ期埋立地

④ 浸出水集排水工

埋立地内の浸出水を集水して浸出水調
整池に導水するための浸出水集排水管
を設置しました。
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